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 8 つの役割  
 
 この観の目的  
 人は家庭や社会の中でさまざまな役割を果たしています 
 例えば D.E.スーパーという職業心理学者は次のようなものをあげています 

 職業人＝仕事をする、働く、役割責任を引き受ける。例えば組織で働く、あるいは

職を探すために活動する 

 家庭人＝家庭での役割。子どもに対する親の役割。あるいは住むところのメンテナ

ンスをすること 

 子ども＝親に対して子どもの役割。例えば親の面倒を見る、親の人生の充実を支援

する。親から面倒をみられるというのも１つの役割です 

 学生＝何かを学ぶ、スキルや技能を獲得する。例えば教室に通う、弟子入りする。

ネット環境を使っての学びもあるでしょう 

 市民＝地域や社会に対する役割。例えばボランティア活動。町内会など地域活動や

PTA の活動。環境保護を進めるためのアクションに参加することも含まれるかもし

れません 

 余暇人＝自分のための時間。例えば趣味の時間。 

 あなたの役割にはどのようなものがあるでしょうか？  
 
 進め方  

1）周囲の 8 つの円に役割が書いてあります。それぞれについて、「実際にやっていること」「今はやってい
ないけれどやれるといいなと思っていること」「今やっているけれどほんとうはやりたくないな」と思っていること
を記入してみます 
2）中央の自分のところには、役割としてではなく、自分の楽しみとしてしてやっていることを記入してみま
す 
3）いずれも明快な基準があるわけではありません。思うとおりに記載してみてください 
4）振り返りシートを作成します。観をつくりながら感じたこと、気づいたこと、分かったことなどをまとめてお
きましょう 
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